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平成18年５月10日発行元気な風がふくまち　　　　　ＮＡＫＡＭＡ　ＣＩＴＹ

４
月
11
日
、
市
内
小
学
校
の
入
学
式
。
底
井
野
小
学
校
で
は
、

42
人
の
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。
式
場
で
緊

張
し
て
い
た
顔
も
、
教
室
に
入
る
と
み
ん
な
夢
と
希
望
に
満

ち
た
元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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昨
年
の
７
月
22
日
に
市
長
に
就
任
し
、

10
ヵ
月
の
月
日
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
や
第

４
次
総
合
計
画
の
策
定
、
平
成
18
年
度
予

算
の
編
成
等
、
私
な
り
に
懸
命
に
市
政
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
長
就
任
以
来
今

日
ま
で
、
暖
か
い
励
ま
し
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
少

子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
進
展
と
併
せ
て
、
高
度
成

長
期
を
支
え
た
「
団
塊
の
世
代
」
の
定
年

退
職
を
迎
え
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

社
会
構
造
の
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
国
が
進
め
る
三
位
一
体
の
改

革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金

等
が
減
額
さ
れ
る
中
で
、
地
方
分
権
が
実

施
の
段
階
に
入
り
、
地
方
自
治
体
は
自
立

し
た
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
間
市
を
取
り
ま
く
、
こ
う
し
た
厳
し

い
行
財
政
環
境
を
乗
り
切
っ
て
い
く
た
め

に
、
市
で
は
本
年
３
月
に
「
中
間
市
行
財

政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
行
政
改
革
大
綱
に
定

め
た
「
自
立
」「
協
働
」「
効
率
」
と
い
う

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
行
政
の
無

駄
を
省
き
、
健
全
な
財
政
運
営
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
と
が

一
体
と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
４
次
総
合
計
画

に
描
い
た
中
間
市
の
都
市
像
で
あ
り
ま
す

「
元
気
な
風
が
ふ
く
ま
ち
　
な
か
ま
」
を

実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
行
政
改
革
の
方
針
に
基
づ

き
、
平
成
18
年
度
予
算
を
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
予
算
は
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て

初
め
て
編
成
し
た
通
年
予
算
で
あ
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
対
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
2.1
パ
ー
セ
ン
ト
の
緊
縮
予
算
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、「
少
子
化
対
策
」

や
「
安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
対
策
」

な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
要
望
が
強
い
施
策

に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
た
も
の
と

し
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
中
間
市
を
夢
の
あ
る
元
気
な

ま
ち
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
、
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
運

営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
間
市
長

行革

予算

平成18年度

集中改革プラン
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理
型
」
か
ら
「
行
政
経
営
型
」

へ
、「
行
政
主
導
型
」
か
ら
「
市

民
協
働
型
」
へ
と
転
換
し
て
い

き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
自
立
」「
協
働
」

「
効
率
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
の
も
と
に
、
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
の
確
立
と
市
民
満

足
度
を
高
め
る
成
果
重
視
型
の

行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
業
務
の
効
率
化
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

実
施
す
る
目
標
の
数
は
『
101
項
目
』

実
施
後
の
効
果
を
額
に
す
る
と
『
５
年
間
で
33
億
７
千
万
円
』

市
で
は
今
年
３
月
、
今
後
５

年
間
の
行
財
政
運
営
の
実
施
計

画
と
な
る
「
中
間
市
行
財
政
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
改
革
プ
ラ
ン
は
、
昨
年

11
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
中
間

市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

５
年
間
で
集
中
的
に
取
り
組
む

実
施
項
目
に
つ
い
て
、
可
能
な

限
り
目
標
の
数
値
化
を
図
り
、

目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
に
至
る
５
年
間
の
「
中
間
市

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に

着
実
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

行
政
運
営
の
理
念
を
「
行
政
管

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

行革

予算

平成18年度

集中改革プラン

年　度

１７

１８

１９

２０

２１

総　額

目  標  効  果  額

１億8,940万円

２億5,390万円

６億4,990万円

10億4,660万円

12億3,040万円

33億7,020万円

　 平成21年度までの総額　　33億7,020万円
　　＜内訳＞
　　　歳入増　　　　　　　　４億1,670万円
　　　 歳出削減　　　　　　　22億1,430万円
　　　 退職手当の平準化　　　７億3,920万円
　　 ※福岡県市町村職員退職手当組合への加入により、
　　 団塊の世代の退職による多大な財政負担を平準化
　 　したことによる効果額。

■改革実施後の効果年度別内訳

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

経
営
企
画
課

1
（
２
４
６
）６
２
７
３
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【
15
件
／
４
億
８
、４
８
０
万
円
】

・
新
給
料
表
の
導
入
に
よ
る
給
料

水
準
の
平
均
4.8
％
引
き
下
げ

・
市
税
現
地
調
査
手
当
な
ど
13
種

類
の
指
定
勤
務
手
当
の
廃
止

・
市
長
・
助
役
・
教
育
長
の
給
料

お
よ
び
管
理
職
手
当
の
削
減

・
55
歳
時
お
よ
び
定
年
退
職
時
の

特
別
昇
給
の
廃
止

・
初
任
給
基
準
の
引
き
下
げ

・
旅
費
日
当
の
50
％
削
減
お
よ
び

永
年
勤
続
表
彰
の
廃
止

○
生
活
保
護
の
適
正
受
給
な
ど
の

取
組
み
に
よ
り
、
扶
助
費
の
増

加
を
抑
制

【
１
件
／
―
】

分
権
型
社
会
、
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
限

ら
れ
た
経
営
資
源
を
効
率
的
に
活

用
で
き
る
機
動
的
、
横
断
的
組
織

を
構
築
し
ま
す
。

す
で
に
、
平
成
18
年
１
月
に
組

織
機
構
の
再
編
を
行
い
、
６
課
１

室
を
廃
止
し
、
収
納
課
、
こ
ど
も

【
20
件
／
４
億
１
、６
７
０
万
円
】

○
市
税
の
徴
収
を
強
化
し
徴
収
率

の
向
上
を
推
進
（
平
成
16
年
度
徴

収
率
81
・
６
％
か
ら
90
％
へ
）

平
成
18
年
１
月
「
収
納
課
」
を

新
設
し
、
滞
納
処
分
の
強
化
や
多
様

な
納
付
方
法
の
検
討
な
ど
を
実
施

○
各
種
使
用
料
お
よ
び

手
数
料
の
見
直
し
な
ど
を
実
施

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
各
種
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
未
利
用

市
有
地
の
売
却
な
ど
を
実
施

【
１
件
／
11
億
７
、６
２
０
万
円
】

事
務
事
業
の
見
直
し
や
業
務
の

委
託
な
ど
を
図
り
事
務
効
率
を
高

め
、
平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に

全
職
員
数
527
人
の
15
％
に
あ
た
る

80
人
を
削
減

う
ち
、
一
般
行
政
部
門
で
は
職

員
数
340
人
の
18
・
５
％
に
あ
た
る

63
人
を
削
減

【
17
件
／
４
億
７
１
０
万
円
】

○
補
助
金
の
抜
本
的
な
整
理
合
理
化

各
種
補
助
金
の
効
果
や
必
要

性
を
十
分
に
精
査
し
、
補
助
目

的
が
達
成
さ
れ
た
事
業
、
社
会

情
勢
な
ど
に
よ
り
事
業
効
果
が

薄
れ
た
事
業
な
ど
は
廃
止
す
る

な
ど
、
抜
本
的
な
整
理
合
理
化

を
実
施

○
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や

民
間
委
託
の
推
進

・
市
民
会
館
な
ど
公
共
施
設
の
管

理
に
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど

民
間
活
力
の
導
入
を
推
進

・
学
校
給
食
の
民
間
委
託
の
検
討

な
ど
、
委
託
可
能
な
事
務
事
業

は
計
画
的
に
民
間
委
託
を
推
進

行政部門

消防部門

公営企業部門（水道）

公営企業部門（病院）

　　　　 計

１７ 年 度

３４０

　５３

　３６

　９８

５２７

２２ 年 度

２７７

　５１

　２８

　９１

４４７

削  減  数

△６３

△　２

△　８

△　７

△８０

■職員数削減計画

※行政部門には水道・病院以外の事業会計部門および教育部門
を含む。再任用短時間勤務職員および臨時職員は含まない。

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で

取
り
組
む
主
な
項
目
は
こ
れ
！

※
【

】
内
は
項
目
件
数
／
５
年
間
の
目
標
効
果
額
で
す
。

（単位：人）
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育
成
課
な
ど
５
課
１
室
を
新
設
し

ま
し
た
。

今
後
も
組
織
機
構
の
見
直
し
を

随
時
行
い
、
20
％
ス
リ
ム
化
を
目

標
と
し
て
効
率
的
な
組
織
を
構
築

し
ま
す
。

【
13
件
／
―
】

新
し
い
時
代
に
相
応
し
た
人
材

の
育
成
・
確
保
を
図
る
た
め
、
以

下
の
取
組
み
に
よ
り
職
員
の
資
質

向
上
や
意
識
改
革
を
進
め
ま
す
。

・
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定
、

研
修
内
容
の
見
直
し
、
女
性
職

員
の
育
成
と
登
用
の
促
進
、
勤

務
評
価
制
度
の
導
入
、
職
員
提

案
制
度
の
導
入
　
な
ど

【
６
件
／

―
】

開
か
れ
た
行
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
に
、
行
政
の
透
明
性
を
確

保
し
、
政
策
を
作
り
あ
げ
る
過
程

で
の
市
民
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

行革

予算

平成18年度

集中改革プラン

○
市
の
附
属
機
関
の
委
員
選
任
な

ど
の
適
正
化

法
令
な
ど
に
基
づ
き
、
市
が

設
置
す
る
各
行
政
委
員
会
な
ど

の
附
属
機
関
の
委
員
選
任
に
つ

い
て
、
重
複
任
用
を
３
機
関
ま

で
、
在
任
期
間
を
10
年
以
内
と

す
る
な
ど
の
制
限
を
実
施

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
育
成
支
援
の
推
進
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
制
度
研
究
の
実
施

１
月
に
「
地
域
福
祉
課
市
民

協
働
係
」
を
新
設
し
、
当
該
取

り
組
み
を
推
進

【
28
件
／
８
億
８
、５
４
０
万
円
】

○
地
域
経
済
の
活
性
化

産
業
振
興
お
よ
び
企
業
誘
致

に
向
け
た
具
体
的
施
策
の
実
施

○
事
務
の
効
率
化
お
よ
び

事
務
事
業
の
見
直
し

・
事
務
決
裁
規
程
の
見
直
し
に
よ

る
庁
内
分
権
の
推
進
や
窓
口
業

務
の
延
長
の
検
討
な
ど

・
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
る
検

証
・
見
直
し
・
改
善
の
実
施

○
財
務
の
透
明
化

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
）

市
の
財
政
状
況
が
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
よ
り
多
角
的
に
理

解
で
き
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
作
成
し
公
表

○
そ
の
ほ
か

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
、
外

郭
団
体
の
効
率
的
運
営
、
消
防
行

政
な
ど
の
広
域
化
推
進
、
退
職
手

当
の
平
準
化
の
取
組
み
な
ど

中
間
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
は
、
社
会
経
済
情
勢
や
市
民
ニ

ー
ズ
の
変
化
、
あ
る
い
は
実
施
状

況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
適
宜
計
画
内
容
を
見
直

し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
と
お
し
て
、
計
画
の
達

成
状
況
や
、
成
果
な
ど
を
公
表
し

て
い
き
ま
す
。

●中間市行財政集中改革プランの全文はホームページをご覧ください。
http://www.city.nakama.fukuoka.jp

── 用用 語語 説説 明明 ──

■パブリックコメント制度
市が市民の生活に広く

影響を及ぼす重要な施策
などを決める際に、事前
にその案を公表し、市民
のみなさんから広く意見
を求めるとともに、寄せ
られた意見を施策に生か
せるか検討し、その結果
と市の考え方を公表する
制度です。

■ＮＰＯ（エヌピーオー）
継続的、自発的に社会

貢献活動を行う、営利を
目的としない団体の総称
です。

■バランスシート
バランスシートとは、

貸借対照表のことで、複
式簿記を採用した企業会
計方式を取り入れ、資産
や負債のストックの状況
を一覧にし、財務状況を
より明確にすることを目
的に作成するものです。

■指定管理者制度
指定管理者とは、多様

化する住民ニーズに、よ
り効果的・効率的かつ適
切に対応するため、市に
代わって公共施設の管理
運営業務全般を行う者を
いい、民間事業者の能力
などを活用することによ
り、サービス向上と経費
の削減を図ることを目的
として導入されました。
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マ
イ
ナ
ス
2.1
％
の
緊
縮
予
算
！

総
予
算
額
３
８
３
億
３
、５
７
２
万
円

一
般
会
計
１
６
６
億
４
、９
０
０
万
円

中
間
市
の
平
成
18
年
度
当
初

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
の
総
額
は
３
８
３
億
３
、

５
７
２
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
直

接
関
係
す
る
一
般
会
計
予
算
は
、

１
６
６
億
４
、
９
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
高
齢
化

に
伴
う
医
療
費
な
ど
の
増
額
を
、

人
件
費
を
は
じ
め
と
す
る
内
部

管
理
経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し

を
図
る
こ
と
に
よ
り
財
源
を
確

保
し
、
総
額
で
前
年
度
よ
り
３

億
５
、
３
０
０
万
円
減
、
率
に

し
て
マ
イ
ナ
ス
2.1
パ
ー
セ
ン
ト

の
緊
縮
予
算
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
第
４
次

総
合
計
画
の
始
ま
り
の
年
で
も

あ
り
、「
元
気
な
風
が
ふ
く
ま
ち

な
か
ま
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

創
意
と
工
夫
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、
ふ

る
さ
と
再
生
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
や
学

童
保
育
所
の
新
設
、
ま
た
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
防
災
上
危
険
箇
所
に
防
災

無
線
の
整
備
、
さ
ら
に
非
行
防

止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
拠

点
施
設
を
Ｊ
Ｒ
中
間
駅
前
に
設

置
す
る
な
ど
、
市
民
協
働
型
で
、

か
つ
緊
急
に
取
り
組
ま
な
く
て

は
な
ら
な
い
新
し
い
政
策
課
題

に
対
応
し
た
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

39億5,100万円

１億3,100万円

１億4,400万円

１億4,400万円

10億8,800万円

29億7,500万円

52億4,200万円

６億1,900万円

７億1,500万円

３億4,000万円

１億5,200万円

11億4,800万円

166億4.900万円

市税

分担金、負担金

使用料、手数料

財産収入

諸収入、繰越金など

国庫支出金

地方交付税

地方譲与税など

県支出金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金など

市債

　  合　　　　計

自 

主 

財 

源

依 

存 

財 

源

県
か
ら
の
収
入

国
か
ら
の
収
入

歳  入 166億4,900万円

●
予
算
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
…

財
政
課

1
（
２
４
６
）６
２
３
６

総　額
166億4,900万円 義務的経費

（61.3％）
投資的経費
（9.2％）

その他の経費
（29.5％）

人件費
35億6,700万円
　（21.4％）

扶助費
45億5,400万円
（27.4％）公債費

20億8,200万円
（12.5％）

普通建設事業費
・失業対策事業費
     15億3,000万円
         （9.1％）

補助費等
13億4,200万円
（8.1％）

物件費
14億1,700万円
（8.5％）

維持補修費
1億8,400万円
（1.1％）

繰出金
18億8,800万円
（11.3％）

貸付金
2,000万円（0.1％）

予備費3,000万円（0.2％）

積立金
3,400万円
（0.2％）

災害復旧
事業費  100万円
（0.01％）

■一般会計の性質別予算

公共下水道事業特別会計

公共用地先行取得特別会計

特別会計　            171億1,008万円

市の会計には、一般会計のほかに、介護保険事業や公共下水道事業などの
特別会計と、水道事業と病院事業の企業会計があります。

企業会計　　           45億7,664万円

病院事業会計

水道事業会計

21億7,044万円

        200万円

24億7,099万円

21億   565万円

特別会計国民健康保険事業

介護保険事業特別会計

老人保健特別会計

住宅新築資金等特別会計

地域下水道事業特別会計

51億9,105万円

32億   372万円

64億1,722万円

    　3,080万円

     9,485万円

■特別会計と企業会計の予算は

平
成
18
年
度
当
初
予
算
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〜
一
般
会
計
1116666
億億
円円
の
ゆ
く
え
〜

行革

予算

平成18年度

集中改革プラン

歳  出 166億4,900万円

地域経済の発展に
9,900万円

行政の運営に
23億6,100万円

子どもの育成に
18億1,000万円

道路・住宅・計画
的なまちづくりに
14億2,100万円

失業対策に
10億5,900万円

病院事業の支援に
１億4,500万円

清潔なまちに
８億9,900万円

学校や教育に
13億5,900万円

地域活動・文化・
スポーツに ５億円

下水道事業の支援に
４億7,700万円

健康づくりに
１億2,200万円

福祉に
57億2,000万円

消防防災対策に
５億1,100万円

公園整備や緑の
保全に 4,200万円

農業対策に
１億2,400万円



新
規
事
業

●
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を

５
歳
未
満
ま
で
に
拡
充

予
算
額
　
５
、８
７
１
万
円

若
い
世
代
夫
婦
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
乳
幼
児
の
す
こ
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
、
平
成
18
年
８
月

か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
入
院
外
に

か
か
る
医
療
費
補
助
の
対
象
を
５

歳
未
満
ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。

■
担
当
課
　
健
康
増
進
課

1（
２
４
６
）
６
２
４
６

●
学
童
保
育
所
を

西
小
学
校
内
に
新
設
し
ま
す

予
算
額
　
２
、９
２
９
万
円

中
間
西
小
学
校
に
学
童
保
育
所

を
整
備
し
ま
す
。
定
員
60
人
。
平

成
18
年
９
月
開
設
予
定
で
す
。

開
設
後
は
小
学
校
か
ら
移
動
す

る
こ
と
な
く
通
う
こ
と
が
で
き
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

が
整
い
ま
す
。

■
担
当
課
　
こ
ど
も
育
成
課

1（
２
４
６
）
６
２
４
８

●
非
行
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

予
算
額
　
３
６
０
万
円

県
警
、
県
、
市
が
一
体
と
な
っ

て
、
続
発
す
る
少
年
犯
罪
の
抑
止

に
取
り
組
む
モ
デ
ル
事
業
で
す
。

警
察
官
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
協
力
し
て
、
市
内
の
少

年
が
多
く
集
ま
る
場
所
を
中
心
に

青
色
パ
ト
カ
ー
で
巡
回
活
動
を
行

い
ま
す
。

特
に
少
年
の
刑
法
犯
事
件
の
な

か
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
万

引
き
」、「
自
転
車
盗
」
の
抑
止
に

取
り
組
み
、
市
民
運
動
と
し
て
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
担
当
課
　
生
涯
学
習
課

1（
２
４
６
）
６
２
２
４

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
特
別
会
計

８
、５
９
３
万
円

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で

生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
健
康
状
態
の
変
化
や
家

庭
環
境
な
ど
の
違
い
に
あ
わ
せ
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
問
題
に
保
健
師
・

社
会
福
祉
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
か
ま

国
際
交
流
事
業

予
算
額
　
４
８
８
万
円

市
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
で

の
語
学
研
修
や
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
な

ど
を
と
お
し
て
自
ら
学
び
積
極
的

に
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
を
目
的
と

し
た
事
業
で
す
。

研
修
の
日
程
は
、
８
月
16
日
か

ら
26
日
ま
で
。

●
キ
ラ
キ
ラ
な
か
ま
っ
こ

体
験
学
習
事
業

予
算
額
　
２
３
９
万
円

市
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、

北
海
道
で
の
自
然
体
験
学
習
を
と

お
し
て
自
然
を
大
切
に
す
る
心
や

人
を
尊
重
す
る
心
を
育
て
、
自
分

で
判
断
し
行
動
で
き
る
児
童
の
育

成
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
不
思
議

さ
と
偉
大
さ
に
驚
き
、
み
ん
な
で

協
力
す
る
こ
と
や
何
か
に
挑
戦
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
で

し
ょ
う
。

研
修
の
日
程
は
、
７
月
31
日
か

ら
８
月
４
日
ま
で
。

■
担
当
課
　
学
校
教
育
課

1（
２
４
６
）
６
２
２
３

●
南
小
学
校
体
育
館
改
修
事
業

予
算
額
　
２
、５
０
０
万
円

学
校
教
育
の
円
滑
な
推
進
と
地

域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
場
お

よ
び
防
災
避
難
施
設
と
し
て
指
定

が
対
応
し
ま
す
。

ま
た
軽
度
の
介
護
状
態
の
人
や

今
後
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
人
に
対
し
て
、
状
態
の
悪
化

防
止
や
改
善
の
た
め
に
介
護
予
防

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
担
当
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
介
護
保
険
課
）

1（
２
４
５
）
７
７
１
６

●
ふ
く
お
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

無
線
整
備
事
業

予
算
額
　
１
、６
０
０
万
円

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

地
域
の
公
共
施
設
に
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
し
、
災
害
時
に
災
害

対
策
本
部
か
ら
迅
速
か
つ
正
確
に

災
害
に
関
す
る
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
、
災
害
危
険
箇

所
付
近
に
設
置
し
ま
す
。

■
担
当
課
　
総
務
課

1（
２
４
６
）
６
２
３
２

学
校
教
育
の
推
進

●
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
派
遣

予
算
額
　
３
０
０
万
円

各
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
へ
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
学
習
サ
ポ
ー
タ

ー
を
派
遣
し
ま
す
。

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
は
近
隣
の
大

学
と
連
携
を
と
り
、
学
校
教
育
に

携
り
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
が
あ

る
大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
授

業
や
学
校
行
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
活
動
が

よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
性
化

平成18年度

実施する主な事業紹介
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行革

予算

平成18年度

集中改革プラン

計
画
道
路
犬
王
古
月
線
は
、
Ｊ
Ｒ

福
北
ゆ
た
か
線
の
ア
ン
ダ
ー
工
事

が
お
お
む
ね
完
了
し
、
遠
賀
橋
ま

で
の
取
付
工
事
な
ど
の
、
負
担
金

を
拠
出
し
ま
す
。

■
担
当
課
　
都
市
整
備
課

1（
２
４
６
）
６
２
６
１

●
土
手
ノ
内
公
営
住
宅
建
替

予
算
額
　
２
億
９
、４
９
８
万
円

土
手
ノ
内
公
営
住
宅
の
老
朽
化

に
よ
り
平
成
17
年
度
と
18
年
度
の

２
ヵ
年
で
建
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
３
Ｄ
Ｋ
標
準
タ
イ
プ

９
戸
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
６

戸
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階

建
て
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
完
成
予
定
で
す
。

■
担
当
課
　
都
市
整
備
課

1（
２
４
６
）
６
２
６
０

意
欲
を
も
っ
て
輝
い
て
い
る
す
べ
て

の
人
の
活
躍
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
励
み
に
な
る
よ

う
な
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
担
当
課
　
生
涯
学
習
課

1（
２
４
６
）
６
２
２
４

●
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

予
算
額
　
４
、０
０
０
万
円

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
の
雨
漏
り
を
防
止
す
る

た
め
、
平
成
18
年
５
月
か
ら
屋
根

の
改
修
を
し
ま
す
。

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る

場
と
し
て
、
ま
た
防
災
避
難
施
設

の
中
心
と
し
て
、
ま
す
ま
す
有
効

利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
担
当
課
　
生
涯
学
習
課

1（
２
４
６
）
６
２
２
４

防
災
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
垣
生
地
区
に
防
火
水
槽
を

整
備
し
ま
す

予
算
額
　
５
６
７
万
円

大
規
模
災
害
や
地
震
な
ど
で
消

火
栓
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
た
め
、
防
火
水
槽
を
整

備
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
遠
賀
橋
交
差
点
改

良
工
事
に
よ
り
防
火
水
槽
用
地
が

確
保
さ
れ
た
垣
生
地
区
に
整
備
し

ま
す
。

■
担
当
課
　
消
防
署

1（
２
４
５
）
０
９
０
１

さ
れ
て
い
る
南
小
学
校
体
育
館
の

屋
根
と
外
壁
を
大
規
模
改
修
し
ま
す
。

●
学
校
ト
イ
レ
改
善
事
業

予
算
額
　
３
、１
０
０
万
円

昨
年
か
ら
引
き
続
い
て
、
老
朽

化
し
た
学
校
ト
イ
レ
施
設
を
改
善

し
て
、
ト
イ
レ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
、
快
適
な
学
校
生
活
が

お
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
担
当
課
　
教
育
総
務
課

1（
２
４
６
）
６
２
２
１

生
涯
学
習
の
推
進

●
生
涯
学
習
講
座
の
開
設

予
算
額
　
２
８
０
万
円

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教

養
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
講
座
な
ど

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
一
般
の
人
を
対
象
に
し
て

「
英
会
話
（
初
級
・
中
級
）」「
陶
芸
教

室
」、「
洋
裁
と
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」、

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
」、「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
担
当
課
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
４
３
１
６

●
生
涯
学
習
総
合
情
報
紙

「
ま
な
べ
る
」
の
発
行

予
算
額
　
４
２
万
円

「
ま
な
べ
る
」
は
何
か
を
学
び

た
い
人
の
情
報
源
だ
け
で
は
な
く
、

学
習
仲
間
を
探
し
て
い
る
人
た
ち

の
た
め
に
情
報
提
供
の
お
手
伝
い

を
す
る
情
報
紙
で
す
。

創
刊
５
年
目
を
迎
え
、
今
後
も
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
学
ぶ

健
康
づ
く
り
の
推
進

●
基
本
健
康
診
査
の
実
施

予
算
額
　
３
、２
１
３
万
円

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
、
病
気
の
疑
い
や
危
険

因
子
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の

健
康
診
査
で
す
。

と
く
に
高
齢
者
に
つ
い
て
は
心

身
機
能
低
下
に
伴
う
危
険
サ
イ
ン

を
早
期
に
発
見
し
、
寝
た
き
り
な

ど
の
要
介
護
状
態
の
予
防
と
生
活

機
能
向
上
を
図
る
た
め
新
た
に
転

倒
骨
折
、
栄
養
状
態
な
ど
の
生
活

機
能
評
価
が
加
わ
り
ま
す
。

■
担
当
課
　
保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

計
画
的
な

都
市
づ
く
り
の
推
進

●
公
共
下
水
道
事
業
を

推
進
し
ま
す

公
共
下
水
道
特
別
会
計

８
億
９
、０
０
０
万
円

今
年
度
は
上
底
井
野
、
岩
瀬
三

丁
目
、
桜
台
二
丁
目
、
小
田
ケ
浦

二
丁
目
な
ど
市
内
23
地
区
に
公
共

下
水
道
の
本
管
を
整
備
し
ま
す
。

18
年
度
末
の
普
及
率
は
41
パ
ー

セ
ン
ト
（
見
込
み
）
で
す
。

■
担
当
課
　
上
下
水
道
局
下
水
道
課

1（
２
４
６
）
６
２
５
６

●
犬
王
古
月
線
街
路
事
業
な

ど
の
負
担
金

予
算
額
　
７
、２
５
０
万
円

遠
賀
橋
の
延
長
線
で
あ
る
都
市

9



私
は
、
５
年
生
に
な
っ
て
男
女
が
協
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。私

た
ち
の
学
級
で
は
、
男
女
協
力
を
テ

ー
マ
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
家
庭
科
の
調
理
実
習
、
国
語

や
理
科
で
の
グ
ル
ー
プ
学
習
、
体
育
で
の

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会
、
玄
海
宿
泊
学
習
で

の
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
で
す
。

そ
の
中
で

も
私
が
一
番

心
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
、

玄
海
宿
泊
学

習
で
の
野
外

ク
ッ
キ
ン
グ

で
す
。

グ
ル
ー
プ

の
み
ん
な
で

野
菜
を
切
っ
た
り
、
お
鍋
を
洗
っ
た
り
、

火
を
お
こ
し
た
り
し
て
焼
き
そ
ば
を
つ
く

り
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
木
の
イ
ス
に

座
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
初
め
て
、「
男
女
協
力
っ
て

こ
ん
な
に
楽
し
い
ん
だ
な
ぁ
」
と
思
い
ま

し
た
。

玄
海
宿
泊
学
習
か
ら
帰
っ
た
後
も
、
私

た
ち
の
学
級
で
は
、
学
級
活
動
の
時
間
に

『
男
女
が
協
力
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
』
と
い
う
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。

最
初
は
、「
ど
う
し
て
こ
ん
な
面
倒
く

さ
い
勉
強
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
で
は

学
級
活
動
の
時
間
に
な
る
と
、「
や
っ
た

ぁ
！
」
と
思
い
ま
す
。

私
も
ど
う
し
た
ら
男
女
が
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
が
思
う
の
は
ケ
ン
カ
を
な
く
す
こ
と

で
す
。
ケ
ン
カ
を
な
く
す
こ
と
は
む
ず
か

し
い
け
れ
ど
、
男
女
と
も
に
言
葉
づ
か
い

に
気
を
つ
け
れ
ば
、
ケ
ン
カ
が
少
な
く
な

り
、
男
女
が
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

道
徳
の
時
間
に
は
、
自
分
を
見
つ
め
る

勉
強
も
し
ま
し
た
。
自
分
の
思
い
や
り
度

や
き
び
し
さ
度
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
わ
か
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
は
男
子
、
女
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体

の
違
い
を
知
り
、
互
い
の
心
や
身
体
を
大

切
に
す
る
と
い
う
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

私
が
友
だ
ち
と
教
室
で
ト
ラ
ン
プ
を
し

て
い
る
と
男
の
子
が
「
か
て
て
」
と
言
っ

て
き
ま
し
た
。

私
は
、
も
し
男
女
協
力
と
い
う
勉
強
を

し
て
い
な
け
れ
ば
、「
い
や
」
と
言
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
私
は
「
い
い
よ
。

い
っ
し
ょ
に
し
よ
う
！
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
男
女
協
力
し
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
に
映
る
も
の

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

私が学んだ
男女協力の大切さ

福島春菜さん
（中間西小学校６年）

昨年度人権作文から

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
、
全
国
一
斉
に
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
近
代
水
道
が
誕
生
し
て

以
来
、
今
日
ま
で
１
世
紀
を
超
え
、

こ
の
間
の
水
道
の
普
及
は
目
覚
ま

し
く
、
現
在
で
は
全
国
で
95
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
普
及
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。

本
市
水
道
の
普
及
率
も
中
間
市

で
100
パ
ー
セ
ン
ト
、
遠
賀
町
で

99
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

水
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
（
農
作

物
、
水
路
、
魚
の
生
息
、
水
力
発

電
、
観
光
、
防
火
な
ど
）
で
、
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

水
道
は
、
市
民
の
健
康
で
文
化

的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重

要
な
施
設
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

生
活
環
境
の
改
善
や
防
火
、
産
業

の
発
展
な
ど
の
効
用
を
兼
ね
備
え

て
お
り
、
人
間
の
生
存
に
と
っ
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

水
道
週
間
は
、
こ
う
し
た
水
道

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い

理
解
と
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

中
間
市
の
水
道
は
、
水
道
事
業

の
使
命
で
あ
る
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
、
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
に
、
浄
水
場
で
原
水
を「
回
転

円
板
法
」に
よ
り
生
物
酸
化
処
理

す
る
高
度
浄
水
処
理
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
唐
戸
浄
水
場
と
西
部
浄

水
場
の
施
設
見
学
も
で
き
ま
す
の

で
、
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
週
間
期
間
中
は
、
花
の
種

と
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
配
布
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

水道週間６月１日s７日

安全と安全と
おいしさごくりおいしさごくり
水道水水道水

花
の
種
と
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
配
布

浄
水
場
の
見
学
が
で
き
ま
す

●
水
道
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
…

中
間
市
上
下
水
道
局

1（
２
４
６
）
６
２
６
４
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■みなさんも一緒にやっちゃれ！■
21世紀は「環境の時代」ともいわれています。
中間市は、昨年３月に地域環境や地球環境に関する

課題に対応するため、今後の環境行政の指針となるべ
き総合的・長期的な環境基本計画を策定しました。
この計画を推進するうえで、行政と市民が如何に協

働すれば効果的な環境施策が行えるかを検討し、市に
提案する目的で、私たちは環境市民会議「なかまの環
境を良くする会」を立ち上げ、生ごみの減量化などに
よりＣＯ2削減に取り組む地球温暖化防止対策部会・
河川の水質浄化などＥＭ菌を活用する部会・環境マナ
ーなど普及、啓発に取り組む環境教育部会の三つの部
会で実践活動を行なっています。
また、市の職員たちと私たち市民が手を結んで全市

一斉清掃を目指した清掃アピール活動を行う「グリー
ン・クリーン・なかま（Ｇ・Ｃ・Ｎ）」というボランテ
ィアグループをつくり、毎月一回、環境美化の日（第
２日曜日）にＪＲ中間駅から筑鉄通谷駅までの間のご
み拾いをしています。
活動の中で、私は毎回ごみの多いことに驚かされま

す。物が豊富になった近年、ごみの量も益々増えて、
このままであれば、まちはごみだらけになってしまい
ます。私たち市民は、ごみを捨てない、ごみを拾うな
どの環境マナーを守らなければ、まちはきれいになら
ないと思います。
昔の暮らしの中には、「もったいない」という、物

に感謝し、物を大切にする思いやりの心がありました。
今の生活の様式や営み方を「使い捨て」から「もっ

たいない」に変える必要があります。
「もったいない」という気持ちで、まずごみのもと

になる不用な物をつくり出さない、手に入れない（リ
デュース・リフューズ）、そして使いきった物にもう
一度手を入れて使う（リユース）、さらに不用になった
物を資源として再利用する（リサイクル）。
これらを実践すればゴミの量を減らすことが可能に

なり、不法投棄や野焼きも減らせます。
結果的には、地球温暖化の防止に一役買うことにな

り、次世代に地球資源を残していくことになります。
自分たちにできることから楽しくやりましょう！楽

しいことは環になって広がります。
環境の環を環にして中間市を環境都市に創りあげる

ために、みなさんも、私たちと一緒に「なかまの環境
を良くする会」や「グリーン・クリーン・なかま（Ｇ・
Ｃ・Ｎ）」で活動しながら中間市の環境向上に貢献し
てみませんか。 松田　寛（なかまの環境を良くする会）消費生活相談窓口1（２４６）５１１０

～巧妙化・悪質化する～
架空請求にご注意！
●「消費料金」、「総合消費料金未納分」など、身に覚えの
ないはがきが届いたら…
・決して相手に連絡しない
・家族にも注意を呼びかける
●心配のあまり、見本のはがきの業者に電話すると…
・弁護士は国選ですか、私選ですか、などと専門用語を使う
・内容を尋ねると、昔退会した会員権代が払われていない
など覚えの無いことを言われる
・早く取り下げないと東京の裁判所へ出廷することになる
・取り下げるためには、供託金が37万７千円必要。37万円
は、後日返金されるが７千円は印紙代で返金されないな
どと言われますが、一度お金を払うと戻ってはきません。
お金は絶対に払ってはいけません
●裁判所から届くときは…
「〇〇裁判所」と封筒に印字があり、郵便局から特別送
達という方法で届けられ、押印の後渡されます。この場
合は無視できません
※お問い合わせは窓口まで！

　　　民事訴訟最終通達書

　　訴訟番号　平成18（卜）第05134号

　この度、ご通知致しましたのは、貴方の納付されていない
消費料金について契約会社、又は運営会社から民事訴訟とし
て、訴状の提出をされました事をご通知致します。
　以降、下に設けられた訴訟取り下げ最終期日を経て裁判手
続きを開始させて頂きます。このままご連絡なき場合には原
告側の主張が全面的に受理承諾され裁判後の措置として裁判
所による執行証書の交付のもとに給料差し押さえ、及び動産
物、不動産の差し押さえを裁判所執行官の立ち会いのもと強
制的に履行させて頂きますのでご了承下さい。

　訴訟内容及び、訴訟取り下げ等のご相談に関しましては受
付時間内にて受け賜っておりますので職員までお問い合わせ
下さい。尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護
の為、御本人様から御連絡頂きますようお願い申し上げます。

以上を持ちまして最終通告とさせて頂きます。

訴訟取り下げ最終期日　平成18年〇月〇日
　０１２０‐〇〇〇‐〇〇〇（管理）
　　　電話受付時間　9:00～18:00
　　　　　　　　（土・日・祝祭日を除く）
〒102－〇〇〇〇
東京都〇〇〇区〇〇〇３‐２‐1

法務局認定法人　民事訴訟〇〇〇〇機構

～こんなはがきが届いたら～

無無無視視すするるここととがが一一番番です

※行政機関がこのような「通知書」を出すことはありま
せん。
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緊
急
の
よ
う
に
見

せ
か
け
て
い
ま
す

公
的
機
関
と

ま
ぎ
ら
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し
く

デ
タ
ラ
メ
で
す

脅
し
文
句
に

す
ぎ
ま
せ
ん

電
話
を
か
け
さ
せ
る

た
め
の
ワ
ナ
で
す
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中間郵便局で４月20日、第73回郵政記念日行事が開催
されました。
今回、一日郵便局長に今回選ばれたのは、外国語指導

助手として市内の小中学校で英語の授業を行っているア
ニー・コハラさんとラリンドラ・グナセカラさん。
毎年恒例の明願寺幼稚園の園児たちがポストへの感謝

を込めて一生懸命拭きあげる姿が微笑ましく見えました。

そ
れ
っ
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
や
る
ぞ

第
73
回
郵
政
記
念
日

桜舞い散る中を艶やかに舞う
筑前中間さくら祭り

４月２日、あいにくの曇り空の中、垣生公園内でさく
ら祭りが開催されました。この祭は、桜の咲き誇るこの
時期に毎年開催されるもので、昨年は雨天のため中止と
なり２年ぶりの開催。
「流しおどり」を皮切りに「まとい太鼓」と催され、

集まった見物客もにぎわいを見せはじめた矢先、突然の
雷雨によって、楽しみにしていたいろいろな催しが残念
なことに中断となりました。
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いつでも気軽に寄っちゃりぃ
市内ではじめての「まちの駅」

３月１日に、市内ではじめての「まちの駅」が誕生しました。
「まちの駅」というのは、だれでも気軽に立ち寄ることができ、人
と人との交流のサポートや、地域の情報を手に入れることができ
る場所のこと。市内で最初に立ち上げたのはNPO法人こっとん倶
楽部。駅長の入江義煕さんは「この活動を通じてまちづくりに貢
献できれば」と笑顔で語っていました。

新しい橋とともに時を刻む
時計塔をライオンズクラブが寄贈

ライオンズクラブの45周年記念事業として贈
られた時計塔。4月に、新遠賀橋開通記念にと寄
贈されたものです。以前から庁舎前の時計は通学
や通勤する人にとって時間の確認に重宝されてお
り、今後一段と大きく見やすくなった時計塔は、
ますます活躍することとなるでしょう。

全国制覇達成しました
全国高校女子ソフトボール選抜大会優勝

小倉商業高校女子ソフトボール部で活躍する中間市出身
の外山美紀さん、新田　和さん、谷口有希さん、倉成真子
さんの４人が４月５日、市役所を訪れました。３月に佐賀
県伊万里市で開催された「全国高校女子ソフトボール選抜
大会」で優勝したことを松下市長に報告する４人。このチ
ームの全国大会出場はこれで３年連続。今回も強豪ぞろい
の中、見事に全国制覇を成し遂げました。４人はこれから
もソフトボールを続けていきたいと抱負を語っていました。

安全で安心できる地域社会を目指して
春の交通安全県民運動折尾地区決起大会

中央公民館で４月５日、春の交通安全県民運動折尾地
区の決起大会が行われました。この大会は、春の交通安
全を効果的に推進し、交通事故の抑止を図るとともに、
犯罪のない安全で安心して生活できる地域社会を実現す
るため、住民のみなさんヘの呼びかけを行うものです。
大会終了後のパレードには、中間市防犯パトロールカ

ーも参加。これまで以上に住みよいまちになるよう、交
通安全と犯罪防止を呼びかけていました。



保
健
ガ
イ
ド

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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パ
パ
と
マ
マ
の

育
児
ク
ラ
ブ
を
開
催

も
う
す
ぐ
、
パ
パ
と
マ
マ
に
な

る
あ
な
た
。

生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
命
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
原
則
と
し
て
夫
婦
の
参
加
で
す

が
、
家
族
と
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
時
　
　
間

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
は
９
時
30
分
〜
10
時
）

●
場
　
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康

手
帳
・
筆
記
用
具

●
申
込
方
法

５
月
22
日（
月
）
ま

で
に
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い

●
申
込
・
問
合
先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

親
子
で
楽
し
く
「「
歯歯
のの
健健
康康
づづ
くく
りり
」」

●
歯
み
が
き
を
嫌
が
る
と
き
は
…

〇
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
と
き
は
、

大
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
力
を
入
れ
れ
ば

よ
く
磨
け
る
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
に
と
っ
て
歯
み
が
き
が

痛
い
体
験
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

注
意
し
ま
し
ょ
う

〇
歯
み
が
き
に
誘
う
と
き
は
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
み
て
「
一
緒
に
磨

こ
う
」
と
誘
い
、
子
ど
も
が
し

っ
か
り
と
言
う
こ
と
を
聞
い
た

と
き
や
、
う
ま
く
で
き
た
と
き

に
は
、
じ
ょ
う
ず
に
ほ
め
て
あ

げ
て
、
歯
み
が
き
の
時
間
が
楽

し
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う

〇
ど
う
し
て
も
嫌
が
る
場
合
は
、

前
歯
の
す
き
間
、
奥
歯
の
く
ぽ

み
な
ど
、
汚
れ
が
た
ま
り
や
す

い
部
分
を
中
心
に
手
早
く
磨
い

て
、
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を
し
っ

か
り
さ
せ
ま
し
ょ
う

●
食
事
・
お
や
つ
で

気
を
つ
け
た
い
こ
と

〇
健
康
な
歯
を
育
て
る
た
め
に
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
偏
食
せ
ず
に

食
べ
ま
し
ょ
う

〇
苦
手
な
食
材
が
あ
る
場
合
は
、

刻
ん
で
炊
き
込
み
御
飯
に
す
る
、

カ
レ
ー
に
入
れ
る
、
味
噌
汁
に

入
れ
て
み
る
な
ど
、
口
当
た
り

を
変
え
る
と
、
食
べ
や
す
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ

５
月
28
日（
日
）

「
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

（
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
実
習

栄
養
の
話
な
ど
）

日
　
程

内
　
容

６
月
４
日（
日
）
「
子
育
て
に
つ
い
て
考
え

よ
う
」（
赤
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
入
れ
の
実
習
な
ど
）

い
ろ
と
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う

〇
じ
ょ
う
ず
に
食
べ
た
ら
ほ
め
て
、

楽
し
く
食
事
を
す
る
雰
囲
気
を

作
り
ま
し
ょ
う

〇
お
や
つ
は
、
時
間
を
決
め
て
与

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど

う
し
て
も
食
事
の
と
き
に
甘
い

も
の
を
食
べ
た
が
る
と
き
は
、

食
前
で
は
な
く
、
デ
ザ
ー
ト
と

し
て
食
後
に
少
量
与
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
果
物

を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
や
、
野
菜

（
か
ぼ
ち
ゃ
、
さ
つ
ま
い
も
な

ど
）
の
甘
味
を
生
か
し
た
メ
ニ

ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
の
も
一
つ

の
方
法
で
す

■
わ
ん
ぱ
く
広
場
と
育
児
相
談
で

歯
科
指
導
を
行
い
ま
す
■

●
対
　
　
象

１
歳
以
上
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

●
日
　
　
時

６
月
16
日
（
金
）
・

受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

（
終
了
は
11
時
30
分
予
定
）

●
場
　
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー
・

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　
　
容

歯
科
衛
生
士
に
よ

る
講
話
と
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

ふ
だ
ん
使

っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

●
問

合

先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
乳
幼
児
健
診
で
、
歯
科
健
診
・

歯
科
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
■

７
ヵ
月
児
健
診
（
歯
科
指
導
の

み
）、
１
歳
６
か
月
児
健
診
、
２

歳
児
歯
科
健
診
、
３
歳
児
健
診
で

歯
科
健
診
・
歯
科
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
栄
養
相
談
も
あ
わ
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
２
歳
児
歯
科
健

診
で
は
、
希
望
者
に
フ
ッ
素
塗
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成18年度健康づくりカレンダー
お詫びと訂正

保健センター発行の「平成18年度健康づくりカレンダ
ー」（３月配布済）に、下記のとおり誤りがありました。
◆６、８ページ内の健診減免制度「②非課税世帯証明書
の交付場所」が「税務課」になっていますが、正しく
は「収納課」の誤りでした。お詫びして訂正します。
●問 合 先 保健センター1（２４６）１６１１

乳
歯
は
健
康
な
永
久
歯
の
土
台
に
な
り
ま
す
。「
乳
歯
は
生
え
変

わ
る
の
だ
か
ら
…
」
と
気
を
抜
か
ず
に
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。



15

平成18年4月1日から

までに拡大されています

対象年齢が小学6年生児 童 手 当

●支給額
第１子　　　　 5,000円
第２子　　　　 5,000円
第３子以降　　 10,000円

◎今年の4月、小学4年生児童などの養育者
（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）

平成18年３月31日まで、この児童にかかる児童手
当を受けていた人は、特段の手続きをせずに４月以
降の「児童手当」を受けることができます。

これに該当しない養育者で、受給資格がある場合
は、手続きが必要になります。
（下記をご覧ください）

◎今年の4月、小学5・6年生児童などの養育者
（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）

●手続きの際に必要な書類

〇健康保険被保険者証の写し（申請者が厚生年
金などの加入者の場合）
〇所得証明書（平成17年１月１日に中間市に住
所がなかった場合）
〇申請者名義の銀行の普通預金口座通帳

（注）所得額が右の基準以上の場合、児童手当
が支給されません。

平成18年４月１日から児童手当の制度が変わりました。

支給対象年齢が、小学校修了前（12歳到達後最初の年度末）

までに拡大され、併せて、所得制限が引き上げられました。

新たに、児童手当を受けようとする人は、市役所１階・こ

ども育成課の窓口（公務員は勤務先）で、手続きが必要です。

なお、今回の制度改定に伴う手続きは、平成18年９月30

日までに受け付けたものに限り、"特例的に"４月１日にさか

のぼって支給されます。また、平成17年度受給できる人で申

請していない場合は、請求のあった日の翌月分からの支給に

なります。

●お問い合わせは…
こども育成課子育て係
1（２４６）６２４８

現在、児童手当を受給していない人、または、受
給中の児童のいる人も、手続きが必要になります。

なお、受給中の児童がいる人は、６月現況届と同
時に手続きをしてください。（下記をご覧ください）

◎所得制限により児童手当を受給していない養育者
所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受

給できる場合がありますので、該当する養育者は、
手続きが必要になります。（下記をご覧ください）

平成18年度所得制限額表（単位：円）
児童手当（国民年金加入者）扶養

人数

０

１

２

３

４

５

所得額

4,600,000

4,980,000

5,360,000

5,740,000

6,120,000

6,500,000

6,525,000

6,956,000

7,378,000

7,800,000

8,222,000

8,644,000

7,333,000

7,756,000

8,178,000

8,600,000

9,022,000

9,444,000

5,320,000

5,700,000

6,080,000

6,460,000

6,840,000

7,220,000

特例給付（厚生年金加入者）

収入額 所得額 収入額



こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お
知
ら
せ
な

ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
住
所
、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中
間
市
秘

書
課
広
報
広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

北九州市や直方市、行橋市、豊前市、宮若市、遠賀郡、
鞍手郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利用で
きます。詳しくはおたずねください。
●問合先 市民図書館1（２４５）４６６４

役に立つ豆知識 畳は酢を混ぜた水でふき、乾拭きをするとすっきりときれいになる。 16

70歳以上の人募集中！
生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！

「わが家のすこやかちゃん」、「老い方上手な達人たち」欄で

は、元気なお子さん（生後６ヵ月～５歳）、70歳以上でスポーツ
や趣味をもち、元気はつらつと暮している人を掲載します。
広報紙デビューのチャンスです。ぜひふるってご応募ください。

●ご希望の人は ① 写真 ② 名前 ③ 生年月日 ④ 応募者の名
前・続柄 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号 ⑦ 紹介文（50字～70字程度）
⑧ 趣味・スポーツ（70歳以上の人のみ⑧を書いてくださ
い）を添えてお送りください。
●送付・問合先 中間市秘書課広報広聴係

〔〒８０９‐８５０１1（２４６）６２７１〕

ファンタージエン　愚者の王
ターニャ・キンケル・著、遠山明子・訳
じゅうたん織りの村シリドム。

そこで生まれた少女レスは、虚無
から村を守るため救い主を求めて
旅立った。旅の連れは、青い目の
猫と記憶を失った謎の男…。ドイ
ツのミリオンセラー作家がつむぐ、
ファンタージエンの新たなる物語。

働
く
婦
人
の
家
陶
芸
サ
ー
ク
ル

「
蛙
目

がが
い
の
め

工
房
」
作
品
展

働
く
婦
人
の
家
で
の
講
座
か
ら
始
ま
り
、
平
成
15
年

４
月
に
総
勢
20
人
で
結
成
さ
れ
た
「
蛙
目
工
房
」。

「
年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
和
気
あ
い
あ
い
の
作
陶

活
動
を
続
け
、
生
涯
学
習
の
実
践
と
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

結
成
以
来
、
３
年
を
経
過
し
こ
れ
ま
で
作
陶
し
て
き

た
会
員
の
作
品
を
一
同
に
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
　
き

・
５
月
27
日
（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

・
５
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と

こ

ろ

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
　
【
入
場
無
料
】

■
問

合

先

桑
原
宅
1（
２
４
４
）
２

４
７
１

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を

一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か

「
康
楽
会
」
で
は
、
働
く
婦
人
の
家
を
会
場
に
、
幅

広
い
年
齢
層
の
人
々
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

を
毎
週
踊
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
会
も
昨
年
、
創
立
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
会

員
全
員
が
気
持
ち
新
た
に
、
今
後
も
い
き
い
き
と
踊
り

続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
康
楽
会
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
の
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
一
緒

に
踊
り
、
楽
し
い
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
　
き

５
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始

■
参

加

費

１
、
５
０
０
円

■
と

こ

ろ

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問

合

先

竹
村
宅
1（
２
４
４
）
７

２
２
４



★なまえ　サリーちゃん
（メス・13歳）

★飼い主 のりこさん
（中間一丁目）

おばあちゃんのサリー。祖母
との散歩が楽しみで二人そろっ
て、いつもテクテクのんびりと。
のんびりが長生きの秘訣かな？

仰木彬「夢実現」の方程式

今月のオススメ図書

永谷　脩・著
球団合併の混乱からの浮上の

秘策、清原・野茂・イチローらと
の極秘エピソード、壮絶な死の裏
側に秘められたドラマを徹底取
材。二見書房95年刊「仰木監督の
人を活かす『技と心』」を大幅に
加筆、書き下ろしを加えて再編集。

津
つ

田
だ

祥
しょう

大
た

ちゃん

平成17年５月21日生（扇ヶ浦）

いつもたくさん笑顔を見
せてくれる祥ちゃん。パパ
もママもじぃじもばぁばも
その笑顔にメロメロです。
優しく元気に育ってね★

浜
はま

田
だ

聖
しょう

真
ま

ちゃん

平成16年12月27日生（上底井野）

３人兄弟の末っ子の聖真
くん。甘えん坊でいつも元
気いっぱい。これからもニ
コニコ笑顔ですくすく育っ
てね。
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私が前回この広報紙に執筆をして
から、しばらく時間が経過しました。
昨年の同じ時期に私が書いた記

事をちょうど読み返したところで
すが、驚いたことに、こんなに長
い時間が経ったなどとは感じられ
ません。もう、ここ中間に来て１

年と９ヵ月が経ちました。なんと早く時が過ぎ去ったこ
とでしょう。この７月で滞在が２年になるなど信じられ
ません。私は、今年の夏に中間を去る予定ですから、あ
とわずか３ヵ月が残されているだけです。ここでの残り
の時間を、生徒のみなさんや先生方とともに楽しむこと
ができたらと思っています。
さて、多くのみなさんは夏の到来や暖かい季節がやっ

てくるのを心待ちにしていることでしょう。私も、夏が
くるのを楽しみに待っています。しかし、夏はあまりに
も暑くまた湿気が多いです。夏がくると、花火大会や夏
祭り、海岸での催しなどがあってたいへん楽しいものです。
今年の夏、みなさんはどのような計画を立てています

か。私は、海辺へ行くのを楽しみにしています。ビーチ
バレーボールや、バーベキューをしたいと思っています。
今年の春は、垣生公園の桜を見るチャンスを逃してし

まいましたので、福岡の大濠公園へ出かけました。今年
の桜はたいへんきれいで天気も良かったですね。オース
トラリアでは、日本のようにその季節、季節を祝うよう
なことはありません。通常、バーベキュー、ビーチパー
ティ、クリケットの試合、水泳をして夏を祝う程度です。
私はきっと、日本でのお花見を懐かしく思うでしょう

からそれをオーストラリアへ紹介して、多分おいしいも
のを食べたり、飲んだりして大いに楽しむつもりです。
そこで、今夏はみなさんが芦屋へ行き海岸の店に座っ

て飲食し、ゆっくりされるのをお勧めします。芦屋は車
で20分くらいですから、そう遠くはありません。
福岡の大濠公園、西公園も暑くなったときに行く場所

として最高です。特に、西公園はそうです。理由は、樹
木が多く、リラックスして気分を穏やかにできる日陰が
あるからです。
私は今年の夏も、甚平や浴衣を着るのが待ちきれませ

ん。始終、ジャケットを着ているのは苦痛です。まぁと
にかく、みなさんがすばらしい春とゴールデンウィーク
の休日を楽しまれますよう望んでいます。私もまた、ここ
を離れる前に中間と福岡をできるだけ楽しむつもりです。
私の次回の、そして最後の記事は７月ですが、それを

読んでいただけるならば幸いです。
どうぞ、お元気でお過ごしください。

すばらしい季節を楽しもう！
外国語指導助手として市内の中学校で英

語の授業を行っている、ラリンドラさんの
エッセイです。



おすすめ料理

作り方

じゃがいもと鶏肉の炒め煮

①じゃがいもは皮をむき、薄切り
にしてから５mm幅の棒状に切
る。約５～６分水にさらし、ざ
るに上げる。たけのこは薄切り
にする。ささみは筋を取り、ひ
と口大に切って片栗粉をまぶす。
② 中華鍋（またはフライパン）に
サラダ油を熱し、ささ身、じゃ
がいも、たけのこの順に入れて
炒める。全体に油がなじんで、
じゃがいもに８割程度火が通っ
たらＡを加えてしばらく煮る。
最後にごま油を回し入れて風味
づけをする。

③器に盛り、万能ねぎを散らす。
１人分163Kcal

中間市食生活改善推進会（緑の会）

材　料　２人分
じゃがいも…………２個
ゆでたけのこ………1/2本
ささ身………………１本
片栗粉………………適量
サラダ油………大さじ1/2
Ａ（顆粒中華スープの素・オイ
スターソース・塩…各小さじ１、
こしょう…少々、酒…大さじ１）
ごま油…………小さじ1/2
万能ねぎの小口切り…２本分

集
団
健
診
６
月
分
の
申
込
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
基
本
健
診
」
と
「
各
種
が
ん

検
診
」
が
同
時
に
受
け
ら
れ
る
総

合
健
診
で
す
。

64
歳
以
下
の
人
、
65
歳
以
上
の

人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
診
の
日
程
・

内
容
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ

れ
て
い
る
平
成
18
年
度
版
「
健
康

づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」〔
64
歳
以

下
の
人
は
、「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
」、
65
歳
以
上
の
人
は
、「
別

冊
65
歳
以
上
健
康
診
査
健
康
づ
く

り
カ
レ
ン
ダ
ー
」〕
を
そ
れ
ぞ
れ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

５
月
17
日
（
水
）

●
問

合

先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
、
一
人
ひ
と
り
が
多
様
な

生
き
方
の
中
で
自
己
啓
発
を
し
、

男
女
平
等
の
意
識
を
図
り
、
豊
か

な
人
生
の
た
め
に
学
習
す
る
講
座

で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

５
月
17
日
（
水
）
・

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
　
　
所

中
央
公
民
館

●
講
　
　
師

中
嶋
玲
子
さ
ん
（
福

岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
ば
る
館
長
）

●
問

合

先

中
央
公
民
館

1（
２
４
６
）
２
３
２
１

だ
れ
か
を
思
っ
て
書
く
絵
手
紙

は
、
心
と
心
が
結
ば
れ
、
人
と
人

と
の
か
か
わ
り
を
豊
か
に
し
、
優

し
い
思
い
や
り
の
心
が
育
ち
ま
す
。

自
由
な
発
想
と
表
現
で
個
性
を

の
ば
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
　
　
間

６
月
10
日
〜
平
成
19

年
３
月
10
日
（
第
２
土
曜
日
）
・

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
10
回
）

●
定
　
　
員

20
人
（
小
学
１
年
生

〜
成
人
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
講
　
　
師

中
島
敬
子
さ
ん

●
受

講

料

１
、
２
０
０
円

（
教
材
費
10
回
分
と
し
て
）

●
問

合

先

中
央
公
民
館

1（
２
４
６
）
２
３
２
１

犬
の
し
つ
け
方
に

つ
い
て
知
り
た
い
こ

と
、
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
対
処
法
を
、

講
習
と
実
技
で
学
び

ま
す
。

●
日
　
　
時
（
４
日
間
で
１
ク
ー
ル
）

〇
１
日
目
…
…
…
５
月
23
日
（
火
）

〇
２
日
目
…
…
…
５
月
26
日
（
金
）

〇
３
日
目
…
…
…
６
月
２
日
（
金
）

〇
４
日
目
…
…
…
６
月
９
日
（
金
）

※
午
前
９
時
〜
11
時
（
１
日
目
の

み
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

●
場
　
　
所

〇
１
日
目
…
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
・
１
階
会
議
室

〇
２
日
目
・
３
日
目
・
４
日
目
…

遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
・
屋
内

運
動
場
（
浅
木
小
学
校
横
）

●
定
　
　
員

30
人
（
予
約
制
）

●
受

講

料

２
、
０
０
０
円

●
申
込
受
付
開
始

５
月
10
日
（
水
）
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所

1（
２
０
１
）
４
１
８
１

サ
タ
デ
ー
子
ど
も
広
場

親
子
で
楽
し
く
絵
手
紙

春
の
集
団
健
診
が
始
ま
り
ま
す
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自動車税の納期限は５５５月月3311日日（（水水））です
自動車税は、毎年４月１日現在の自動車の所

有者に課税されます。納期限は５月31日です。
県税事務所では、みなさんの利便をはかるため、

平成18年度の自動車税は、６月30日（金）まで指
定のコンビニエンスストアで納税できるように
なりました。
コンビニエンスストアでは土曜・日曜日、夜

間でも納税できます。取扱いのできるコンビニ
エンスストアは納税通知書でご確認ください。
なお、住所変更などで納税通知書が届かない

ときは、北九州西県税事務所におたずねください。
また、自動車を買い替えた人で、納税通知書

が送られてきた場合は、抹消あるいは移転の登
録手続きが３月31日までに行われていないと思
われますので、手続きを依頼した販売会社など
にご確認ください。
●問 合 先 北九州西県税事務所
1（６６２）９３１２、９３１３

市
民
公
開
講
座

男
女
共
同
参
画
社
会
の
こ
れ
か
ら

〜
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催



縦覧帳簿・固定資産課税台帳縦覧帳簿・固定資産課税台帳をお見せしますをお見せします
■縦覧帳簿の縦覧■
固定資産税の納税者が、本人の固定資産の価格が適正

であるかどうかを確認するために、土地または家屋価格
等縦覧帳簿で、他の土地または家屋の価格と比較するこ
とができます。

土地の所在・地番・地目・地積・価格が
記載されています
家屋の所在・家屋番号・種類・構造・建
築年・床面積・価格が記載されています
５月31日（水）までの午前８時30分～午後５時
（土・日曜日、祝日を除く）

家屋価格等
縦覧帳簿

縦 覧 期 間

縦 覧 場 所 課税課（市役所１階）
〇市内に所在する土地や家屋の固定資産
税の納税者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税者からの委任状をお持ちの人

縦覧できる人

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの

※納税者が法人の場合は、法人の委任状が
必要です。

審査申出期間

４月３日から納税通知書の交付を受けた日
後60日まで
※課税台帳に登録された価格に不服があ
る場合は、中間市固定資産評価審査委員
会に審査の申し出ができます。

※土地・家屋の課税明細書を４月３日に送付しました
ので、課税内容などをご確認ください。

土地価格等
縦覧帳簿

現在閲覧できます。午前８時30分～午後５
時（土・日曜日、祝日を除く）閲 覧 期 間

閲 覧 場 所 課税課（市役所１階）
〇納税義務者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税義務者からの委任状をお持ちの人
〇借地人・借家人（賃貸借契約書等が必要）
※借地人または借家人は、当該借地また
は借家にかかる固定資産に限ります。

閲覧できる人

閲覧および
証明手数料

１件300円　ただし縦覧期間中（４月３日
～５月31日）は、閲覧に限り無料

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの
〇権利を証明できるもの

●問合先　課税課資産税係1（２４６）６２７４

縦覧方法

閲覧方法

土地価格等縦覧帳簿は、市内に所在する土地の固定資
産税の納税者に、家屋価格等縦覧帳簿は、市内に所在す
る家屋の固定資産税の納税者に、縦覧期間中にご覧いた
だくことができます。
■固定資産課税台帳の閲覧■
固定資産（土地・家屋・償却資産）の所有者や借地借

家人などの関係者は、平成18年度の固定資産税・都市計
画税の課税のもととなる、固定資産課税台帳（固定資産
の所有者の住所、氏名、所在地番、評価額、課税標準額
などが記載されたもの）を閲覧することができます。
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軽
自
動
車
を
障
害
者
本
人
が
使

用
し
た
り
、
障
害
者
の
通
院
な
ど

に
家
族
が
使
用
し
た
り
す
る
場
合
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
締
切

５
月
24
日
（
水
）

●
申
請
場
所

課
税
課
窓
口
（
市
役

所
１
階
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、

運
転
す
る
人
の
免
許
証
、
車
検

証
の
コ
ピ
ー
、
申
請
書
（
市
役

所
に
あ
り
ま
す
）

※
障
害
の
程
度
や
等
級
に
よ
り
減

免
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

使
用
す
る
軽
自
動
車
を
買
い
換

え
た
と
き
や
、
普
通
自
動
車
を
使

用
す
る
こ
と
に
し
た
と
き
な
ど
も
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問

合

先

課
税
課
市
民
税
係

1（
２
４
６
）
６
２
３
８

７
月
３
日
（
月
）
に
「
福
岡
国
税

局
・
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
６
月
末
に
福

岡
国
税
局
税
務
相
談
室
（
局
室
）、

博
多
分
室
、
福
岡
分
室
、
筑
紫
分

室
を
閉
鎖
し
ま
す
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、「
電

話
に
よ
る
相
談
」
の
み
を
行
い
、

「
面
接
相
談
」
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、「
面
接
相
談
」
を
希
望
す
る

人
は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室
ま

た
は
税
務
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
国
税
の
一
般
的
な
ご
相
談
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
、
税
務
相
談

室
（
分
室
）
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

〇
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

1
０
９
２
（
４
３
１
）
５
１
０
０

〇
税
務
相
談
室
（
八
幡
分
室
）

1（
６
６
２
）
５
５
５
９

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
地
域
社
会
の
人
々
に
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
５
月

12
日
か
ら
18
日
ま
で
を
活
動
強
化

週
間
と
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
良
心

の
活
動
と
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
相
談
に
応
じ
、
支
援
な
ど
を
行

い
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

〇
制
度
90
周
年
ス
ロ
ー
ガ
ン

広
げ
よ
う
、

地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

●
問

合

先

中
間
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
事
務
局
（
地

域
総
合
福
祉
会
館
「
ハ
ピ
ネ
ス

な
か
ま
」
内
地
域
福
祉
課
）

1（
２
４
６
）
２
０
１
７

〜
身
体
障
害
者
な
ど
を
対
象
〜

軽
自
動
車
税
を
減
免

５
月
12
日
は
…

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

福
岡
国
税
局
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●
日
　
　
時

６
月
４
日
（
日
）
・

午
前
９
時
〜

●
場
　
　
所

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
、
も

し
く
は
、
中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟
会
員

●
種
　
　
目

〇
ダ
ブ
ル
ス
〔
男
女
各
Ａ
級
、
Ｂ

級
、
初
心
者
級
、
中
学
生
、
小

学
生
（
男
女
混
合
）〕

〇
シ
ン
グ
ル
ス
〔
男
子
（
Ａ
級
、
Ｂ

級
、
Ｃ
級
）
・
女
子
（
Ａ
級
、
Ｂ

級
）
・
小
学
生
（
男
女
混
合
）〕

〇
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
〔
無
差
別

（
年
齢
制
限
な
し
）、
オ
ー
バ
ー

80
（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
80
歳
以

上
）〕

※
参
加
種
目
は
一
人
２
種
目
ま
で

と
し
ま
す
。

※
試
合
は
ダ

ブ
ル
ス
を
先

に
行
い
、
そ

の
後
、
シ
ン

グ
ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
を

行
う
予
定
で
す
が
、
試
合
の
運
営

上
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
人
数
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
構

成
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
シ
ン
グ
ル
ス
は
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
制
の
得
点
で
行
う
予
定
で
す
。

●
表
　
　
彰

各
種
目
１
・
２
位

●
申
込
締
切

５
月
24
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
1（
２
４
６
）
２
８
０
０

●
日
　
　
時
　
５
月
28
日
（
日
）
、

６
月
４
日
（
日
）
・
午
前
９
時
〜

※
予
備
日
は
６
月
11
日
（
日
）
で
す
。

●
場
　
　
所

中
間
西
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
ほ
か

●
参
加
資
格

市
内
同
一
町
内
に

居
住
す
る
メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ

れ
て
い
る
こ
と

●
チ
ー
ム
編
成

20
歳
代（
２
人
）、

30
歳
代
（
３
人
）、
40
歳
以
上

（
４
人
）
で
編
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
（
女
性
は
ど
の
年
代
に
お
い

て
も
出
場
可
能
）

※
メ
ン
バ
ー
９

人
の
足
り
な
い

公
民
館
に
限
り
、

隣
接
す
る
公
民

館
か
ら
選
手
の

補
充
が
で
き
ま

す
。

●
代
表
者
会
議

５
月
23
日
（
火
）
・
午
後
６
時
30

分
〜
中
央
公
民
館
で
実
施

●
申
込
方
法

代
表
者
会
議
当
日
ま
で
に
、
各

町
内
公
民
館
長
を
通
じ
て
、
参

加
申
込
書
を
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問

合

先

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係

1（
２
４
６
）
６
２
２
４

第
43
回
年
齢
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

有
料
広
告
欄

0120-7666-26

まかせて安心
10年保証制度

診断見積無料
防災工法責任施工

中間市ＪＲ中間駅前
1093-244-2452

http://www6.ocn.ne.jp/ ̃sindansi/
フリーダイヤル

田中瓦店
厚生労働大臣認可一級技能士事務所

屋根
雨もり・瓦止め

壁
張替え・塗替え

雨樋
修理・取替え

福岡県瓦屋根診断技士

広広
報報
にに
有有
料料
広広
告告
をを

掲掲
載載
しし
まま
せせ
んん
かか

「
広
報
な
か
ま
」
で
は
、
事

業
所
の
有
料
広
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
掲
載
号

毎
月
10
日
号

●
契
約
料
金

１
契
約
は
、
一
口
に
つ
き

３
０
、０
０
０
円
×
３
ヵ
月
＝

９
０
、０
０
０
円
が
、
基
本
と

な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

秘
書
課
広
報
広

聴
係
1（
２
４
６
）
６
２
７
１

ご
存
じ
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

こ
ど
も
育
成
課
子
育
て
係
1（
２
４
６
）
６
２
４
８

母
子
家
庭
で
児
童
（
18
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
人
・
障
害
児
に

つ
い
て
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し

て
い
る
母
、

お
よ
び
父
親

の
身
体
に
重

い
障
害
が
あ

る
家
庭
の
母

ま
た
は
養
育

者
を
対
象
に

支
給
さ
れ
ま

す
。

◆
主
な
該
当
理
由

①
離
婚

②
未
婚
（
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

出
産
し
た
子
で
認
知
、
未
認
知

に
か
か
わ
ら
ず
該
当
）

③
遺
棄
（
１
年
以
上
、
父
親
が
同
居

せ
ず
、
生
活
費
の
仕
送
り
や
電

話
、
手
紙
な
ど
の
連
絡
、
交
流

が
一
切
な
い
状
態
）

④
父
の
拘
禁
（
未
決
拘
留
期
間
も
含

め
て
、
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
こ
と
）

⑤
父
の
生
死
不
明

⑥
父
の
死
亡
（
遺
族
年
金
が
受
給

で
き
な
い
場
合
の
み
）

⑦
父
の
障
害
（
身
体
障
害
、
結
核

症
、
心
肺
機
能
障
害
、
高
血

圧
症
、
精
神
お
よ
び
脳
疾
患

な
ど
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て

安
静
と
介
護
を
必
要
と
し
、

一
般
的
労
働
能
力
を
喪
失
し

て
い
る
状
態
・
障
害
年
金
１

級
と
同
程
度
の
障
害
）

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
を

対
象
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
主
な
該
当
理
由

①
身
体
の
障
害
（
身
体
障
害
者
手

帳
ｌ
、
２
級
程
度
）

②
精
神
・
知
的
障
害
等
（
強
度
の

て
ん
か
ん
な
ど
、療
育
手
帳
Ａ
、

B1
の
程
度
）

③
内
科
的
疾
患
（
主
に
結
核
症
、

呼
吸
器
や
心
臓
の
機
能
障
害
、

肝
臓
・
腎
臓
・
血
液
疾
患
な
ど

で
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
や

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
状
態
）

い
ず
れ
も

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
入
所
の
場

合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
を
募
集
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●
対

象

者

家
庭
介
護
を
行
っ

て
い
る
人
、
ま
た
は
お
年
寄
り

の
自
立
を
目
指
し
た
お
世
話
、

病
気
の
予
防
、
家
庭
で
の
介
護

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
た

い
人

●
受
講
場
所

①
豊
前
コ
ー
ス
（
豊
前
市
民
会
館
）

②
福
津
コ
ー
ス
（
福
津
市
健
康
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
と
ぴ

あ
」）

い
ず
れ
も

●
講
座
開
校
日

７
月
１
日（
土
）、

２
日
（
日
）

●
募
集
定
員

20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
参

加

費

無
料

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食
代

な
ど
の
経
費
は
、
す
べ
て
個
人
負

担
で
す
。

●
申
込
締
切

６
月
29
日
（
木
）

●
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み

●
申
込
・
問
合
先

麻
生
教
育
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社

1
０
９
２
（
４
８
２
）
７
０
０
６

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み

立
て
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

【
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
】

〇
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す

〇
移
行
時
に
積
立
不
足
の
解
消
は

不
要
で
す

〇
中
退
共
で
は
、
移
行
時
と
加
入

後
の
事
務
手
数
料
は
不
要
で
す

〇
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す

●
問

合

先

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
〒

１
０
５
‐
８
０
７
７
東
京
都
港

区
芝
公
園
一
丁
目
７
‐
６
）

1
０
３（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

●
試
験
日
時

７
月
30
日
（
日
）
・

午
後
１
時
〜
３
時

●
試
験
会
場

第
一
経
済
大
学

（
太
宰
府
市
五
条
三
丁
目
11
‐
25
）

●
受
験
資
格

給
食
施
設
ま
た
は

営
業
施
設
で
２
年
以
上
調
理
の

業
務
に
従
事
し
た
人

●
願
書
受
付
期
間

５
月
29
日（
月
）

〜
６
月
２
日（
金
）
・
受
付
時
間

中間市通谷一丁目36番2号
グランドホームレーベン21（担当塩井、小田）

 1（093）244‐1109お問い合わせ・お申し込みは

グランドホームの「お食事体験」参加者募集
「レーベン21」は自立の方が入居できる介護付有料老人ホームです。
ホーム選びで大切な「お食事」をぜひこの機会にご体験ください。
スタッフが心を込めて作った「当ホーム自慢の昼食」です。

筑豊電鉄「通谷」電停より 約500m

60歳以上の方
毎日先着５名様

●日  時：５月15日（月）～６月30日（金）【土・日・祝日は除く】
　　       午後１時よりお食事・午後２時より館内見学
●お食事代は無料サービス

○ご希望の方は４日前までにお申し込みください

香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
新
　
鹿
　
知
　
利
（
中
鶴
二
丁
目
）

〇
恒
　
松
　
勝
　
保
（
上
底
井
野
）

〇
青
　
野
　
誠
一
郎
（
岩
瀬
西
町
）

〇
　
　
　
　
　
　
忠
（
鞍
手
町
大
字
木
月
）

〇
中
　
川
　
ミ
ヨ
子
（
太
賀
四
丁
目
）

〇
伊
　
藤
　
博
　
之
（
中
底
井
野
）

〇
竹
　
本
　
純
　
子
（
通
谷
三
丁
目
）

〇
小
日
向
　
哲
　
也
（
通
谷
二
丁
目
）

〇
後
　
藤
　
み
ど
り
（
通
谷
一
丁
目
）

〇
岩
　
谷
　
マ
サ
ヱ
（
上
底
井
野
）

〇
林
　
田
　
千
津
子
（
弥
生
一
丁
目
）

〇
白
　
橋
　
知
　
明
（
岩
瀬
一
丁
目
）

〇
笹
　
原
　
ミ
チ
子
（
太
賀
三
丁
目
）

〇
菊
　
池
　
澪
　
子
（
長
津
二
丁
目
）

〇
長
　
野
　
ミ
ド
リ
（
中
間
四
丁
目
）

〇
尾
　
野
　
　
　
明
（
朝
霧
一
丁
目
）

〇
日
　
野
　
義
　
治
（
中
尾
一
丁
目
）

〇
上
　
野
　
正
　
俊
（
扇
ヶ
浦
二
丁
目
）

〇
中
　
西
　
た
ま
子
（
長
津
二
丁
目
）

※
香
典
返
し
寄
付
金
、
篤
志
寄
付

金
は
、
中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
・
ハ
ピ
ネ
ス

な
か
ま
２
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

1（
２
４
４
）
１
２
３
０

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
願
書
提
出
先

住
所
地
ま
た
は

就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
福
祉

環
境
事
務
所

●
受
験
手
数
料

６
、
１
０
０
円

●
問

合

先

遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
健
康
対
策
課

1（
２
０
１
）
４
１
６
４

家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集

家族のために除去率抜群の高性能浄水器はいかがですか

確
実
な
退
職
金
設
計
な
ら

中
退
共
制
度
で
！

調
理
師
試
験
を
実
施

～県政バス・アプローチ号～

参参加加者者をを募募集集します
●実施日・出発地・見学先

〇６月６日（火）…ＪＲ博多駅発・農業総合試験
場八女分場、工業技術センター生物食品研究所
〇６月９日（金）…ＪＲ小倉駅発・県立美術館、
県警察本部など
〇６月13日（火）…ＪＲ新飯塚駅発・筑豊緑地、
平成筑豊鉄道株式会社
〇６月16日（金）…西鉄久留米駅発・県警察本部、
大濠公園能楽堂など
●応募資格 県内在住の18歳以上の人
●募集人数 各出発地45人程度
●参 加 費 無料（昼食は各自ご用意ください）
●応募方法 往復はがき、ＦＡＸ、電子申請、電
子メールで、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
性別、電話番号、出発地または希望日を記入
し、申し込みください
※１回の申込で３人まで応募できます。同行者
の氏名、年齢（ふりがな）、性別も記載ください。
〇電子申請
http://www.shinsei.pref.fukuoka.lg.jp

〇電子メール
approach@pref.fukuoka.lg.jp

●応募締切 ５月26日（金）・当日必着
●応募・問合先 福岡県県民情報広報課〔〒８
１２‐８５７７（郵便番号だけで届きます）〕
1０９２（６４３）３１０３
5０９２（６４３）３１０７



本本
堂
に
桃
活
け
ら
れ
て
法
事
あ
り

通
谷
一
丁
目
　
　
　
石
　
松
　
梅
　
子

ぐぐ
る
ぐ
る
と
鯉
が
鯉
追
ふ
水
温ぬ

る

む
長
津
二
丁
目
　
　
　
松
　
井
　
倭
　
枝

紅紅
梅
と
白
梅
と
枝
交
し
合
ひ

扇
ヶ
浦
二
丁
目
　
　
宮
　
崎
　
サ
カ
エ

ごご
り
ご
り
と
蛤
洗
ふ
笊ざ

る

の
中

通
谷
五
丁
目
　
　
　
後
　
藤
　
欣
　
子

春春し
ゅ
ん

塵じ
ん

や
疲
れ
を
知
ら
ぬ
古
時
計長

津
二
丁
目
　
　
　
安
　
倍
　
砂
　
子

永
山
　
篁
　
選

c通谷公園で見つけた八重桜
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こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
俳
句
、
川
柳
、
短
歌

や
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
写
真（
市
内
で
撮
影
さ

れ
た
も
の
）
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
は
１
作
品
ご
と
で
、
住
所
、
氏
名（
ペ

ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
電
話
番
号
、

写
真
の
場
合
は
コ
メ
ン
ト
を
記
入
の
う
え
、

『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中
間
市
秘
書
課
広
報

広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

歳歳 時　時　記記



鶯鶯
の
拙
き
も
よ
し
日
を
お
か
ず
桜
の
花
の
咲
く
を
思
え
ば

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
上
　
山
　
昭
　
子

故故
郷
を
若
き
に
離
れ
し
老
人
は
同
郷
と
知
り
喜
び
語
る

岩
瀬
四
丁
目
　
　
　
吉
　
岡
　
比
呂
己

駄駄
目
愚
図
と
早
く
し
な
さ
い
は
言
わ
な
い
で
大
人
の
目
か
ら
子
供
を
見
な
い
で

太
賀
三
丁
目
　
　
　
日
　
野
　
康
　
子

なな
あ
お
ふ
く
ろ
俺
に
ハ
ー
ト
は
使
う
な
よ
言
わ
れ
た
ら
さ
て
ど
う
す
る
私

通
谷
一
丁
目
　
　
　
戸
　
田
　
惠
美
子

一一
読
し
役
立
つ
記
事
と
思
い
し
が
切
り
抜
き
し
後
の
行
方
わ
か
ら
ず

弥
生
二
丁
目
　
　
　
吉
　
田
　
千
　
歳

臓臓
器
待
つ
手
術
に
春
の
ま
だ
浅
し

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
松
　
下
　
未
代
子

裏裏
切
っ
た
メ
ー
ル
に
民
主
泡
を
食
い

太
賀
四
丁
目
　
　
　
和
　
田
　
澄
　
雄

吉吉
日
に
術
後
退
院
弾は

ず

む
足

中
鶴
一
丁
目
　
　
　
田
　
中
　
　
　
淨

ゆゆ
ら
ゆ
ら
と
寄
る
年
波
と
握
手
す
る

朝
霧
一
丁
目
　
　
　
前
　
田
　
弘
　
子

新新
年
度
き
っ
と
歩
く
と
車
椅
子通

谷
五
丁
目
　
　
　
浜
　
下
　
ス
ミ
エ

金
子
哲
也
　
選
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中
間
短
歌
会

前
山
禮
次
　
選
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〇日時…６月３日（土）、16日（金）、
22日（木）・午後３時～５時
（前日まで予約受付・受付時
間は月曜日～金曜日の午前９
時～午後５時・定員10人）

〇場所…ハピネスなかま
※３日は緒方弁護士、16日は桑
原弁護士、22日は高橋弁護士の
相談です。

〇日時…６月14日（水）・午前10
時～午後４時（受付は３時まで）
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…６月３日（土）、16日（金）・
午後３時～５時
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…５月24日（水）・午前９
時～午後４時
〇場所…市役所３階・教科書展示室
「いじめ」、「不登校」など

〇日時…毎月第１～４火曜日・
午後１時～２時…市役所１階
介護保険課、午後２時30分～
４時…ハピネスなかま

※祝日の場合はお問い合わせを。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後４時
〇場所…市役所２階経済振興課
・相談室

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時
〇場所…市役所３階・相談室
※子どもの養育（しつけ、不登
校、いじめ、養育者の問題な
ど）やＤＶ、

ドメスティックバイオレンス

女性に関するあ
らゆる相談を受けます。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時

〇場所…少年相談センター（働く
婦人の家２階）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

補聴器相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭相談

悩み・いじめ・教育相談

教育相談

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料

●と　き ５月25日（木）
午後６時30分～

●ところ なかまハーモニーホー
ル・１階ロビー

●出　演 山田千尋さん、古賀博子さ
ん、ツインズキッズカルテ
ットのみなさん（ピアノ）

●曲　目 「ガボット」「星に願いを」ほか

小学校６年生の良い思い出になればと思い、勇気を出して参加
することを決心しました。楽しいコンサートになると思います。

３月ご出演の
みなさん

ミュージック・スクエア
出演者募集中
日ごろの練習の成果を発
表する絶好の機会です。

●チケットの取り扱いは…
●なかまハーモニーホール1093（245）8000 ９時～21時（水曜休館）
●中間市役所本館１Ｆ受付1093（244）1111 ９時～16時（土日祝休み）
●チケットぴあ10570（02）9999 ●ローソンチケット10570（084）008
※中間市役所、チケットぴあ、ローソンチケットでは販売していない券種がございます。
詳しくは、なかまハーモニーホールにお問い合わせください。

東儀秀樹TOGI＋BAO全国ツアー2006
～亜洲豹（あずひょう）～

■７月17日（祝） 午後７時開演　大ホール

【全席指定】一般前売2,000円【Ｐコード】228-268【Ｌコード】86810
※宝くじの助成により、通常料金の約半額になっています。

【５月14日発売開始】
矢野沙織カルテットジャズコンサート

■７月30日（日）
午後７時開演
小ホール

【５月28日発売開始】
矢野顕子リサイタル2006

■８月18日（金）
午後７時開演
大ホール

チケット
好評発売中

宝くじ文化公演

【全席指定】

一般前売4,000円

【Ｐコード】228-134

【Ｌコード】86770

【全席自由（300席限定）】
一般前売3,000円学生前売
1,000円（小～高校生対象）
【Ｐコード】227-055
【Ｌコード】86466
※学生券はなかまハーモ
ニーホールのみ取扱い。

■フリーマーケット ハーモニー楽市を開催
５月21日（日）午前10時～午後４時・なかまハーモニーホール中庭周辺　※雨天中止

編

室

集

か
ら

▼
北
九
州
空
港
の
ス
タ
ー
フ
ラ
イ

ヤ
ー
に
初
乗
り
し
ま
し
た
。
座

席
は
広
く
て
快
適
。
し
か
し
、

気
流
が
悪
く
、す
ご
い
揺
れ
が
…
。

内
心
は
ド
キ
ド
キ
で
し
た
が
、
妻

の
手
前
、
タ
ヌ
キ
寝
い
り
。（
彦
）

▼
季
節
の
写
真
を
求
め
、
公
園
や

田
畑
を
駆
け
回
っ
て
、
気
が
つ

く
と
臭
う
…
。
臭
い
の
元
は
靴

の
裏
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る

人
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
！
…（
新
）

扇ヶ浦一区公民館にある藤棚。偶然見つけ、
いざ撮影。構図を悩みに悩んで撮った中の一
枚。う～んまだ納得いかない…恐るべし藤！


